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顎 口腔領域化膿性感染症 の臨床細菌学的検討
金沢大学医学部歯科 口 腔外科学講座 く主任 こ 山本悦秀教授う
斎 木 康 正
顎 口腔領域化膿性感染症の 起炎菌を明らか に す る 目的 で ， 重症度別 に 検出菌の 検討を行 い ， さ ら に ， そ の 高頻度分離菌 の 膿
瘍形成能に つ い て動物実験を行 っ た ． 閉塞膿瘍110症例を症状の 強さ に よ り軽症型51例， 中等症型35例 ， 重症型24例に 分類 して
検索 した ． 総分離菌株数は437株 で あ り ， 嫌気性菌は289株 く66．1 ％I， 好気性菌 ほ148株 く33．9期 で あ っ た0 分離菌株中嫌気性菌
の 占め る割合は ， 軽症型で は57．1タ古， 中等症塾 で は70．7％ ， 重 症型 で ほ75． 9％ で あ っ た ． 妖 気性菌が関与 した 症例 ほ99例
く90． ％ン， 嫌気性菌 と好気性菌 の 混合感染症例 は79例く71．8 ％1， グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性梓菌を同時に 検出 した 症例ほ84例
く76．4 ％う で あ っ た ． 高頻 度 に 分離 さ れ た 細菌 は 5わーや比忙O CC 混 ざ く7 8株1， Prg リ0亡gJg広 く5 8株I， ダ祝ざ0みdC孟g rf祝m く5 4株I，
P坤玩びわ篭や 加 O C C 混ざく49株ン で あ り ， こ れ ら4菌属 で 全分離菌株の 54．7％占め た ． ま た ， こ れ ら の 菌属 は い ずれ の 病型 に お い て
も高頻度に 分離 され た ． マ ウ ス の 腹腔を 使用 した膿瘍形成実験に は ， 高頻度分離菌株セあ る 5か ゅ O r O C C 祝J C O 乃ざ亡g gd 如 くぶ．
CO几 如才g庄吉比 ぶン， ダ祝ぶ0あd Cねrg祝m 門びCge 戊f祝 m く凡 乃祝 CJg房子祝 mI， Pr eひ0とeJgd よ乃fer7乃 gdf戊 くP． f乃土g r m gdfdl を， そ れ ぞれ 臨床分離菌3
株 ， 標準菌株 1株 ， 合計12菌株 を供試 した ． 単独感染 で ほ 仁 鼠 く骨 那 加丑如 机 有夫膜株 ， お よ び F． 乃祝 Cgg 見地 m は 強い 膿瘍形成
能 を示 した ． しか しな が ら， P． わ加 r m gdfd ほ 何れ の 株 で も膿瘍形成 はみ られ なか っ た ． 混合感染 で は ， 5． co乃 J亡g gd れば の 有夫
膜株 と F． m 血加山 川 い の 組合せ で 強い 相乗効果が認め られ た ． また ， 5 ． r o 乃ざ舌eggdわば と P ． f融 r7花edfd の 風合 せ で ほ 一 部 で 相
乗効果が確認さ れ た ． しか しなが ら ， ダ． 乃 祝 Cgg戊ま祝m と P． g由 r7乃edid の 鼠合せ で ほ 相乗効果は認め られ な か っ た ． 病理組織学
的に ほ t 形 成 され た膿瘍 は t 中心 に 壊死 性組織塊 ， そ の 周 囲を多形核白血球 ． さ らに そ の 周囲を 線維芽細胞 お よび コ ラ ー ゲ ン
を 多量に 含 む層 の 3層構造 と して 観察 され た ． 以上 の 所 見は l 臨床症例か ら高頻度に 検出 され る細菌 は l 口腔常在菌で ある こ
と を示 して い る ． さ らに ， こ れ ら高頻度検出菌は よ 特 に グ ラ ム 陽性球菌と嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌の 混合感染の 形態を取 る時，
顎 口腔領域の 化膿性感染症 の 増悪化に 重要 で あ る こ と を 示 唆 して い る ．
Key w ords or al obstr uctive absc e s s， S e V erity grade of infe ctio n， is olates， intr ape rito nial
in oc ulatio n， absces sform atio n
顎 口腔領域化膿性疾患 の 大部分は根尖性歯周炎 と慢性辺縁性
歯周炎の 2 つ に 代表 され る歯性感染症 であ る ． そ の 内， 大学病
院を ほ じめ 病院歯科 口 腔外科を訪れ る患者ほ炎症 の 範 囲が 広が
り ， 既に 全身の 発熱 の み な らず開 口 ， 阻 噛お よ び時下な ど， 日
常生活に 重要な 口腔 の 諸機能 に 障害 を釆 た して い る 場合 が多
い ． また近年の 患者 の 高齢化に よ り， 種 々 の 成 人病 を有 し， 抵
抗力の 減じた 宿主す なわ ち易感染性宿 主 が増加 して お り ， 炎症
が 顔面や頚部な どの 隣接組織に 波及 し極 めて 重症 に な る症例も
稀な が ら見受け られ るり ． した が っ て ， こ れ ら患 者個 々 の 病態
を 出来る限 り早期に 把握 し， そ れ に 応 じた適切な消炎処置 を講
ず る こ とが 今後， ます ます重要に な る もの と考え られ る ． 中で
も歯性感染症の 発生か ら進展 に 至 る機序を起炎菌の 構成状態 な
どか ら解明す る こ と ほ臨床 上 ， 有益な理論的根拠を揖供 し得 る
もの と 考え られ るが ， こ の 点か ら検討 した 報告 は少 なく2I， な
お不 明な点が 少なく な い
3I
．
そ こ で本研究で ほ ， 感染症の 臨床的重症度と化膿巣の 菌 の 構
平成6年9月 2 日受付， 平成 6年9月13 日受理
A b breviations こ CF U， C Olo ny forming unltニ F．
成 の 相関を 検討する 目的 で ， 各症例毎の 閉塞膿瘍か ら菌を 分離
同定 し ， 検出され た 菌の 種類 を臨床症状と の 関連性か ら検索し
た ． さ らに 臨床材料 か ら高頻度に 分離 され た菌種 に つ い て ほ ，
起炎菌 と して の 病原性の 鼓 さ を検討する 目 的で ， 単独菌 に よ る
膿瘍形成能お よ び各菌種 の 阻合 せ に よ る 相乗作用 の 有無 に つ い
て マ ウ ス 腹腔を 用 い て 実験 を お こ な っ た ．
対象 お よび 方法
王 ． 顎 口 腔領域閉塞膿瘍からの菌分離
1 ． 対象
1 991年 7月 か ら1 993年12月 まで の30 か月間に 金沢大学医学部
附属病院歯科 口 腔外科を受診 した 外来 また ほ 入 院患者 の う ち，
顎 口腔領域に 閉塞膿瘍が認め られ た1 10名 く男性 ， 59名 二女性，
51名I を対象と した ． 対 象患者の 平均年齢ほ42．1歳 く7〆 － 78歳I
で あ っ た ． 対象症例の 内訳ほ ， 板尖性歯周炎 に よ る もの が44
例， 辺縁性歯周炎に よ る もの が15例 ， 歯根褒胞 の 2 次感染症例
乃祝 CJe 戊古址 m j ダ混ざ0占d Cfgr言祝 m 乃祝Cgg df祝 れ ニ P． 玩血汀 循 姶虎視
凸 職 ル ね眈 H 元 物 職 肌 抗り 5． d 乃gよ乃0 ざ混ざ， ぶけ 申 ね C O C C 祝ぶ d 乃gi乃 O g 祝ぶこ 且 c o 乃ざfg g戊ま祝ぶ， 5 如 卯O C O C C 祝ぶ C O 7Z古土g Z戊 抽 ぶこ
ぶ． f柁ねrm gdi混ざ， 5わ で少ね C O C C 祝ぶi和才grナ乃gdよ祝 ぶこ ぶ． miJヱg rよ， ぶ 加 担O C O C C 祝 ざ mよgヱe rよ
口腔感染症 の 起炎菌
19例 ， そ の 他の 顎嚢胞 の 2次感染28例 ， 歯冠周 囲炎 2例 ， 原因
不 明の 頼部膿瘍 2例であ っ た く表1コ． な お ， 歯根褒胞に つ い て
は ， レ ソ ト ゲ ソ 所見に お い て 原因歯の 根尖部に 歯根膜線 か ら移
行 した 円形 で 辺縁の 明瞭な単房性の 透過像 を示 すもの と して 板
尖性歯周炎 と区別 した ．
2 ， 炎症 の 重症度分類
石川 ら匂 と B haskar別 の 炎症 の 臨床像お よ び歯科 ． 口 腔外科領
域に お け る抗生物質の 効果判定基準
6－
を参考に ， 決 定 因 子を 出
来 る限り少 なく して 簡便に な る よ う ， 一 般に 炎症 の 5徽供と言
わ れ て い る痔痛 ， 踵脹 ， 発赤 ， 熱感 ， 機能障害 をも とに 炎症の
強 さを 点数化 し， 1 へ 3点 ， 4 へ 5 点 ， 6 へ 10点 を 示 す場合
各々 軽症型一 中等症型 ， 重症型 と した く表 2 I．
3 ． 膿瘍内容液採取法
膿瘍周圃を ポ ピ ド ン ヨ ー ドに て消毒後 ， 2％塩酸リ ドカ イ ン
く1ノ80，000ェ ビ レ ナ ミ ン 含フ削 を用 い て 浸潤麻酔を行 っ た t 滅菌
ロ
ー ル ワ ッ テ で防湿 を行 っ た後 ， 内容液 を18ゲ ー ジ針付き注射
器で 穿刺吸引 した ． 検体 は速や か に ケ ン キ ポ ー タ ー
令
くク リ ニ
カ ル ． サ プ ラ イ ， 岐 阜Hに 注入 して ， 当科研究室に 搬送 した ．
4 ． 菌の 分離 ． 培養 法
被験材料を直接培地に 塗抹する こ と に よ り菌分離を行 っ た ．
Tablel． O bstr u ctiv e abs c e ss c a s es e x a min ed
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嫌気培養に は非選択培地と して ブ ル セ ラ HK 寒天培地く極東製
薬 工業 ， 東京1 ある い は 変法 G A M寒天培地くニ ッ ス イ ， 東
京1， 嫌 気性 グ ラ ム 陰性梓菌の 選択培地と して P V 加 ブ ル セ ラ
H K寒天培地く極東製薬工業Iを ， 好気培養 に は 5％羊血液寒天
培地くニ ッ ス イブある い は変法 G A M寒天培地 を使用 し缶 ． 採取
した膿汁1白金耳 を寒天平板に 塗抹 して ， 37てこで それぞれ 嫌気
性菌は 4 日 か ら 7 日間嫌気培養， 好気性菌ほ 2 日か ら3 日間好
気培養後 ， 形態 ， 色調， 溶血 性な どの 性状が 異な る 集落 を釣菌
し， そ れ ぞれ 変法 G A M寒天培地を用い て 純 粋分離菌株 を得
た ． 嫌気培養に よ り分離され た 細菌に つ い てほ 好気培養 およ び
徽好気培養を行い ， 偏性嫌気性菌の 確認を行 っ た ．
嫌気培養ほ GasPak辱
コ
くB B L， Co ckeysvi lle， U S Alある い ほ ア
ネ ロ パ ッ ク命 く三 菱 ガス 化学 ， 東 尉 を用 い ， 徴好気培養ほ ア ネ
ロ パ ッ ク ． キ ャ ン ビ ロ
魯
く三 菱ガ ス 化 勒 ある い ほ ア ネ ロ パ ッ ク
． c o2
命 く三 菱 ガ ス 化学I を使用 した ．
5 ． 分離菌株 の 同定法
純粋分離菌株 に つ い て は ， Bergey の マ ニ ュ ア ル
7I8Iお よ び
ColorAtla s a nd Te xtbo ok of Diagn ostic M icrobiology
glに 従い
同定 した ． な お ， 嫌気性菌 に 関 して は Rap ID A N A nシ ス テ
ム
命
く1n n o v ativ eDiagn o stic Syste m s， In c． ， Atla nta， U S Al を，
Nu mber of c a s es
Ca u sative dis e a s e
of
obstr u ctiv e abs c e ss
Total
n u mbe r
of c as e s
Se v erity grade of infectio n
lI
M ild Moder ate Se v er e
Periapic alperiodo ntitis
Marginalpe riodo ntitis
Peric or o nitis
Sec o ndaryinfe ctio n afte r
Radic ula r cyst
慧親許袈
Other cyst








al Referto Table 2．
Table2． Sc orlng Of clinic al findings of obstr u ctive absc e ss
Clin c al finding Sc or e
Spo nta n e o u spain
Per c u ssiv e o r
OP Pr eSSive paln
Sw elling
Redn e ss orhe at
Body te mpe ratur e
Fu n ctio n al distu rba n c e
FaiT， 0ニ m Oder ate paln， 1i S e V er ePaln， 2
Fair
，
0ニ m Oder ate pain，1ニ S eVer ePain， 2
No s w elling， 0ニ within the oral limits， 1こ
e xte nding s w elling to fa cialregio n， 2
No r e m a rkable cha nge， 0こr e m a rkable cha nge， 1
く37．O C， 0ニ 之37．0 て， く 37．5 C． 1こ 墓37．5 C． 2
No rem arkable cha r唱e， 0ニ r e m a rkable cha nge， 1
Sc or e sl q 3， mi 1dgr adeニ S C Or eS4 － 5， m Oder ate gr adeニ S C Or eS6 － 1 0， S eV er e
grade．
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Strepto c occus に は Rap ID S T Rシ ス テ ム
命 un n o v ativ e
Diagnostic Syste m slを 使用 し， 同定の 補助と した ．
工 ． マ ウス 腹腔内膿瘍形成能の検討
1 ． 使用 動物
IC R系の Crjニ C D－1 マ ウ ス く雌 ， 5 J b 7適 齢 ， 体 重 21旬
26glく日本チ ャ ー ル ズ リバ ー ， 横浜1を 用 い た ． マ ウ ス は 1 ゲ ー
ジ に 5 匹 入れ， 実験 動物用固形飼料 M Fくオリ エ ン タ ル 酵母 工
業 ， 東京I を給餌 し， 水道水を 自由摂取 させ て 飼育 した ．
2 ． 使用菌株
標準菌株 と して塩野義製薬株式会社研究開発推進部か ら分与
さ れ た Fusoba cteriu m n u cle atu m くF． n u cleatu ml A T C C－
2 5586， Pre votella inte r m edia くP． inier m edial A T C C 25611，
Streptoco c c u s c o n stellatu sくS． c o n stellatusIA T C C 27823を用
い た ． ま た ， 当科臨床分離菌株で 同 一 検体の 組合せ と して ， 急
性根尖性歯周炎の － 検体か ら分離 し た ぶ． c o 乃ざ孟g Jdf祝ご 75RSl
，
P ． 血 gr7乃gdゴロ 75P V l， ダ， 門 紬イ飢正弘m 75P V 5， 別症例 の 急性板
尖性歯 周 炎検 体 か ら 分 離 し た 5． co 乃ぶ亡egg戊f祝ぶ 86 R S2， ダ ．
m 疋 ね出血 椚 86 P V 2
， 急性辺縁性歯 周炎 の － 検体 か ら分離 L た
S． c oTZStellatus 90 R Sl
．
F． n u cleatu m 90P Vl
． さ らに そ れ ぞわ
別 々 の 急 性根尖性歯 周 炎検体 か ら分 離 し た P．f乃亡e r7花ed古庄
76P V 3， 106 P Vl， の 合計12株 を使用 した く蓑 3I． こ れ らの 株ほ
使用 時ま で滅菌 ス キ ム ミ ル ク に 懸濁 して ， － 70 Cで 凍結保存し
Table3． Str ain s u s ed in infe ctio n e xperim e nts
Strain
AI So u r c e
Refere n c e strain
S． c o n steuatu sA T C C 27823
F． nu cleatu m A T C C 25586
P． inte r m cdia A T C C 25611
Clin c al is olate
ぶ． c o花ぶfg gdf混ざ 75 RSlbI
ぶ． c o71gf g仁王祝ぶ 86R S 2bI
且 1 骨 那 加 丑止 M 90 RS l
ダ． 乃鮎 Cヱg戊監視 m 75 P V 5
凡 乃祝Cgg 戊と祝肌 86 PV 2
ダ． 椚 疋 ね闇甑刑 90 P V I
P． g花王e rナ乃gd古口 75 P V 3
P． f花王g rナ乃edfd 7 6P V 3
P． f花王g r 椚gdfd l O6P V l
Pu r ule nt ple urlSy
Unkn o w n
Unkn o w n
Ac ute periapic al
Ac ute perlaPIC al
Ac ute m argln al
Ac ute perlaPIC al
Ac ute periapic al
Ac ute m argin al
Ac ute periapic al
Ac ute periapic al
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口腔感染症の 起炎菌
た ． 尚 － His s の 英 膜染色 法 に よ る 英膜 染色
10I で ほ ， ぶ，
c o n stellatu s75 R Sl と 86 RS 2 が 明 らか な陽性と して 認め ら れ
た ．
3 ． 接種菌液の 作製
凍結菌液を解凍 して ， 変法 G A M寒天培地 で48時間嫌気培養
後 ． 生 じ た 集落 を G A M ブ イヨ ソ くニ ッ ス イ1 2 血 中 に
1 0g へ 1011 コ ロ ニ ー 形成単位くc olo nyforming u nit， C F UVmlに な
る ように 懸濁 し， 菌液を作製 した ． そ の 原 液ある い は1 0倍段階
希釈液の 0．2ml を マ ウ ス 腹腔内に接種 した ． 混合接種の 場合ほ
各 々 0．lmlずつ 合計 0．2ml を接種 した ． 接種菌量は ， 接種後直
ち に 定量培養法 を行 っ て 算定 した ． 混合 菌株 の 風合せ は 凡
習祝Cggdf祝 m と 5． c o 乃ぶfg gd抽ざ で ほ 4組 と し， 標 準菌株間の 阻合
せ を 1 観 ， 他 の 3 組 ほ 同 一 症 例 か ら の 分 離株 と し た ． P．
f乃壬gr7乃gdgd と の 混合感染は ， 特に 取 合 せ を 限定 せ ず に 供試 し
た ． な お ， 対照と して 菌末混入 の G A M ブイヨ ン 0．2mlを マ ウ
ス 腹腔内に 接種 した ．
4 ． 腹腔内膿瘍の 検索
菌接種後 7 日目に 致死させ ， 腹腔 内膿瘍 を検索 した ． 検索方
法は 田 中らIIIの 方法 に 従い 行 っ た ． すな わ ち ， マ ウ ス を ジ ェ チ
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ル エ ー テ ル で麻酔 して 致死 させ ， 背位保達 して 腹腔内を露出し
た ． 膿瘍形成が認め られ た場合に は ， そ の 形成部位 ， 長径お よ
び 短径， 肉眼的所見を記録後に 摘出 し， 膿瘍内容物 の 直接塗抹
標本の 作製 ， 内容物か らの 菌の 回収 ， 膿瘍の 組織標本 の 作製 に
供 した ． 膿瘍の 判定は ， 田 中らl り， S hapir o ら121， の 方法忙 従 っ
た ， すなわ ち ， グ ラ ム 染色で 多形核白血球と菌体 の 確認が で き
る膿汁を多量に 含 む 内腔の ある塵癌 で ， そ の 内容液く膿汁1か ら
接種菌を 回収で きる場合を膿瘍と判定 した ， た だ し， 1 匹当り
の 膿瘍形成数ある い ほ膿瘍を形成 した マ ウ ス の 数が少な い 場合
に ほ ． 内容液か らの 菌の 回収 ， 病理 組織学的検索 の 順序 で優先
的に 供 した ．
5 ． 膿瘍中細菌数の 測定
腹腔内か ら無菌的に 採取 した膿瘍を テ フ ロ ン ホ モ ジ ナ イ ザ ー
で ， 2mlの G A M ブイヨ ソ と 共に 均 一 化 した ． こ れ を10倍段階
希釈 し， 膿瘍1個当りの 生 菌数を算定 した ． な れ 単独菌の 場
合に ほ ． 変法 G A M寒天 培地 を用 い たが ， 複数菌接種で の 測定
に は 1 P， f扉 g r m edid およ び F， 乃祝 Cggdf祝 肌 用 に は PV 加 ブル
セ ラ H K寒天培地 を選択培地と して 使用 し， ぶ． co 那 加仏 紙 侶 の
測定に ほ変法 G A M寒天培地 を徴好気培養 して 算定 した ．
Table4． Aer obe sis olated fr o m obstr u ctiv e abs c e ss e s






Se v erity gr ade of infe ctio n
M ild Moder ate Se v ere
く51劇 く351 く24I
5． 00 耽離混離 M
ぶ． 玩fg rナ乃gdよ混ざ






ぶ亡， んd gm OJ〆ic混ざ
Co rッ乃gあ戊Cfg r古址m Sp p．
A ． odo扉 Ogツfc 祝ぶ
A ． iぶr瓜gはf
ル． m 祝C O 丘d
ノV． ci乃g rg d




Aイo rdヱgヱヱd O ざわg乃言古J
月r d 乃ん丘 椚gヱd C d土庄r rんd揖
g乃おr oあ瓜Cfgr cJo d C 戊g
gf烏g乃gヱヱ戊 C O rr Odg乃ぶ
































































































































































































al且 f乃おr m gd 血， ぶfr呼比灯 O C C 混ざ鼻血 gr 別d々fM ノ 鼠 4 乃衰乃0ざ叫 ぶ輌 卯O C O C C 祝ぶ 庄乃g加 古M ノ 且 mfれ
ぶ汁 呼出忙O C C 混ざ mf ぬノ 且 ざd 乃g祝fぶ， ぶ輌 舛O C O C C 加古 古庄乃g血 J 且 or d批 ぶ汁申 ねC O C C 祝J O r成上fぶノぶf．
d 祝re 混ざ， ぶf亡ゆ九〆o e o c c 混ざ d 混r 孤 ぶノ ぶf． ゆ最g r 椚fdれ ぶ土成鍾ッ上o c o ぐC M 呼fdg r 机辺fざご ぶL
九瓜g m Og〆fc叫 ぶf亡ゆ九ッヱo c o c c 混ざ九瓜g mめ扇c 混ざノ A ． 0血乃ねg〆fぐ 叫 Aごぬ 0 仇ツCgざ Odoナ加 加古c 混ざノ
A ． fJr d gヱ払 Ac血 0ナ乃ツC ggfgr dgヱは ノ ル ． 例 規CO叫 肋fgg融 点 刑祝ぐO JdJ 凡 cf形 r g私 情fJg grfd
亡i乃g rgd ノガ ． Jg 7血 ガロg刑 0紳 助 ざ ggg乃fgノ 且 タd r亡ゆか 呼ん肋 ぶ， ガd ぎm坤九肋 g タdr亡叫んr坤 最上混ざ．
bIRate of e a chis olate to atotalisolate s of a er obe s a nd an a erObesfro m al1 110ca s e s．
cIRate of e a ch is olate to atotal is olates of a e robes a nd a n a er obe sfTO m C aS e S Of e a ch s e v erity
grade．
dlNu mber of c a se s e x a min ed．
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6 ． 病理標本 の 作製
摘出した膿瘍を10％ホ ル マ リ ン に て 4 て二， 24時間固定 した ．
常法に 従い パ ラ フ ィ ン 包唾 し ， 3声m の パ ラ フ ィ ン 切 片を 作製
後， H E染色を 行 っ た ．
m ． 統計学的検討
属性 の 有無 の 有意差検定は ， Z
2 検定 を 行 い ， 必要 に 応 じて
Yate s の 連続補正 を行 っ た ． それ らは 5％未満の 危険率をも っ
て 有意 と した ．
成 績
工 ． 顎口 腔領域化膿性感染症の重症度別検出菌
1 ． 閉塞膿瘍 か ら の 菌の 分離
11 0症例か ら総計437株， 好気性菌14 8株く33．9 ％1， 嫌気 性菌
289株く66．1期 ， が 分離 され た く表4 ， 51．
Table5． An a． erobesis olated fro m obstru Ctiv e abs ce s se s
軽症型51症例か ら は総計1 89株， 好気性菌81株 く42．9 ％I， 嫌気
性菌108株く57．1 ％1が 分離 され た ． 菌種別に ほ ざ． c o 乃ざ土ggd 如 ，
次 い で 凡 乃祝Cged王祝 m ， P． 血 g r7乃gd古庄 ， ぶかで舛O C O C C 混ざ O r瓜 毎
5れ ゆ比忙 O C C 鋸J m最 ぶ が 多く分離 され た ． 中等症塾35症例か ら総
計140株 ， 好気性菌41株く29．3 ％I， 嫌気性菌99株く70．7矧 が 分離
さ れ た ． 最 も 多 く分 離 さ れ た 菌種 ほ P坤 ね ざ如 夕ね CO C C 祝ざ
mgcr o ざで あ り ， 次 い で ダ． 乃祝Cggd 紬 m ， ぶ． c o71J土g gdf混ざ， P．
f乃fgr7乃edfd が 多く分離され た ． 重症型24症例か らほ 総計1 08株 ，
好気性菌26株く24．1 ％I， 嫌気性菌82株く75．9 ％1が 分離され た ． 最
も多く分離され た菌種 は ぶ． c o 乃ざfg gd孟混ざ お よ び A坤血 劇 作 朗一
oco c c 混ざ 椚たr o gで あり ， 次 い で ダ． 乃祝CJe戊と祝m ， P． わ加 r m gdfd，
Gg m ggね m o r占右打o r祝m が 多く分離 され た ．
各病型に お ける総分離菌株数に 対す る嫌気性菌の 分離数の 割
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6く 1． 心 2 く1．1う
3 2 く1．11
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aげ 一 仇fc ro J． P中 細 frゆ 0 ビO C 川 J 別ねr8 Jノ P，タrg u oれ P咋foJ抽 夕 血 O C C M 少マリOfれ ク． d 乃d g rOあ血g，
Pg卯 Jfrg舛 OC O C C 混J 虎乃d gr Oみ血 ノ ア ■ d J d C Cムd r Oヱ〆fc 叫 P叫 O Jfr研 O CO CCM d Jd C C厄 r oヱ〆 加 ぶノ ア． m dg乃混ざ，
殉 蜘 伽 華 甲 m い 叫 印 町 A け 血 血 喝 扁 叫 戸 別 励 脇 机 山 繭 聯 血 射 P． r o呼 OrfぶJ Prg リOfg上Jd
C OゆO rどざノ ダー エロgJ C九gれ Prgu ofg Jd Jo g JC鮎ifノ ダ． あ混C C d g， クr gu ofgJJd ム鮎C Cd gノ ア． o rd毎 夕rg u ofg Jd O rd損 ノ
ダ． 鵬ム 乃 邪 血 此 0 涼 ノ 凡 几 附 伸 肋 IJ 仇， 凡 ざ8占d Cfgわ 肌 加 c ro擁o r 珊ノ 凡 リdわ混 仇 ダM Oみd ぐfgrf祝 肌
blRate of e a ch is olate to atotal isolate s of a erobe s and an a e robesfrQ m al1 110c a s e s．
CIRate of e a ch is olate to atotal isolate s of a erobe s a nd anaerobesfro m c as e s of ea ch s e v e rity gr ade．
dlNu mber of c as e s e x amin ed．
口腔感染症の 起炎菌
結果であ っ た くpく0．0引．
2 ． 顎 口腔領域化膿性感染症の 感染形態
り 重症度別 に み た 好 ． 嫌気性菌感染
110症例 の う ち好気性菌感染が11例 HO．0 ％1， 嫌気性菌感染が
20例 く18．2瑚 ， 好気性菌 と嫌気性菌 の 混合感染 が79例く71．8瑚
で あ り ， 嫌気性菌は99例く90．0 ％1 の 症例か ら分離 され ， 1症例
当り平均4．0株分離 され たく蓑 6I． 軽症型 の 感染形態 は ， 好気性
菌感染 8例く1 5 て％L 嫌気性菌感染6例く11．8卿 ， 混合感染が37
症例く72．5 ％1で51症例中43例く84．3 ％I か ら嫌気性菌が検出され
た ． 検体か らの 検 出菌数は平均3．7株で あ り ， 3 菌種分離例が
15症例く29．4瑚 と最も多か っ た ． 中等症型 は ， 好気性菌感染が
1症例く2．9 ％I， 嫌気性菌感染 6症例 り7．1 ％I， 混合感染28症例

















され た ． 1症例当り の 検出菌数は平均4．0株 で あ り ， 5 菌種分
離例が 8症例く22．9 ％う と最も多か っ た ． 重症型ほ ， 好気性菌感
染 2症例 く8．3 ％ン， 嫌気性薗感染 8症例く33．3％う， 混合感染1 4症
例 く58．3瑚 で あり ， 24症例中22症例く91．7期 か ら嫌気性菌が検
出 され た ． 検体か ら の 検出菌数は平均4．5株 で あ り ， 5 菌種分
離例が 8症例く33．3 ％うと 最も多か っ た ．
そ れ ぞれ の 重症度間に お い て ， 嫌気性菌の 分離率 に 有意差は
認め られなか っ た が ， 軽症型 で ほ 嫌気性菌 の 分離率 が や や 低
く 1 好気性菌感染の 割合が高値 で あ っ た ．
1検体当り 4菌種以上分離され た症例数を重症度別に比較 し
た場合 ， 好気性菌感染な らび に 嫌気性菌感染に つ い て ほ 有意差
ほ認め られ なか っ た ． しか しなが ら ， 混合感染に おけ る 4菌種
以上分離症例数 は ， 軽症型で は37症例中24例く6 4．9瑚 ， 中等症
Table6． Nu mber of ba cte rialge n e rainfe cted in obstru ctiv e abs c es se s





M ildgr ade M oder ate grade Se v eregr ade
く5げ く35つ く24I




















































al Total n u mber of c aヲe S．
bl Only ae r obe s w er e lS Olated．
Cl Only a n a er obes w ereisolated．
dl Both a er obes a nd a n a er obe s w er eisolated．
M ild M ode r ate Se v er e
Clinic al s e v e r lty gr ade
Fig． 2． Is olation r ate of ba cteria in 110 c a se s of obstru ctiv e abscesse s． M ild， 51cas esニ m Oder ate， 35case si Se Vere， 24c as es．
口， a er Obic gra m－pO Sitiv e c o c ciニ 臨， a n a er Obic gr a m－PO Sitiv e c o c ci三 国， a n a erObic gr a m－ n egativ e r odsニ 胞， gr a m－PO Sitiv e r ods，
gra m－n egativ e c o c cia nd a e robic gra m－n egativ e r ods． ホPく0．01， 輌 pく0．05．
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M ild M ode r ate Sev e r e
C linic al s ev e rlty gr ade
Fig． 3． Is olation rate of organis ms with high isolatio n frequ e n cy in llOc a se s
．
of obstr u ctiv e abs ce s s es． Ej， Strepto c o c cus
co 乃由g仏土混ざくぶ． c o 乃ぶ亡gヱg広地 ぶIi 欝， P坤亡O JわマタわC O C C 以ぶ mよc ro ざノ 畠， 凡 JOあd Cfg r は m 乃祝Cgg戊紬 m く凡 乃祝Cgg戊f祝mユニ 陶， Pre リOfg gd
わ加 r7乃gdf広 くP． 玩両町 椚戯 荘如． ホpく0．01．
Table7． A bs ce s sイorming ability of a nd viable ba cterialc o u nt in abs c es s es c a u s ed by F．
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al ln allc as e s， fiv e mic e wer e ex a min ed．
口 腔感染症の 起炎菌
Table 8． A bsc es s－forming ability of a nd viable ba cterial co u ntin abs cese s ca us ed by S ．
c o 乃ざ紬ヱ上皿土混ざ
且 ご m 血 謝 加 皿
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al In allc a警e S，fiv e mic e w er e e x ar nin ed．
bl Thre e m lC edied befor e n ec ropsy． T her efor e， tW O mic e w er e x a min ed．
Fig．4． Ma cr o sc opicfindings of a nintr a ab domin alabsc e ssin
a m o u s e7 days after intr ape rito n e al in o c uIatio n of F．
n ucleatu m． An abs c e ss w as sho w n as ayello wish s oft
m a ssく10x4 m rnl o n the gre ater c ur v ativ e side of the
StOm a Chくan arr o wJ．
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F ig． 5． Histolムgic al findings of intra ab domi
n al abs c es sin
mic eintrape rito n e allyino c ulated with F． n u cleatu m． A
n
arr o windic ate sthe cor e of the absc e ss， Which
－
C O nSisted
。f ne cr otic debris． HE stain， X1 5．
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型 で は28症例中18例 く64．3 ％1， 重症型で ほ 全症例が 4菌種 以 上
で あ り ， 重症型で ほ 他の 病塑に 比 べ 1症例当り の 分 離菌種数が
多い こ と が示 され た くpく0．051．
2う 重症度別 に み た グ ラ ム 染色性に よ る感染形態
全体で は ， グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性梓菌を含む症例が多
く ， 84例く76．4 ％うに 認め られ た ． ま た ， グ ラ ム 陽性球菌は11 0症
例中1 05例 く96．0 ％I か ら検出 され た ． 軽症型の グ ラ ム 染 色性 に
よ る検出菌の 組合せ を検討 した と こ ろ ， グ ラ ム 陽性球菌 と グ ラ
ム 陰性梓菌を含む観合せ が35症例 く6 臥6 ％う で 最も多く ， グ ラ ム
陽性球菌の 分離率ほ92．1％ で あ っ た く図 1I． 中等症型は グ ラ ム
陽性球菌 と グ ラ ム 陰性梓菌 を含 む 組合 せ が3 5症例中2 8例
は0．0 ％I に 認め られ ， 34例く97．1％1 か ら グ ラ ム 陽性球菌が 検出
さ れ た ． グ ラ ム 陽性球菌 が 検出 さ れ な か っ た 1 例 ほ ， 凡
別 路 ねd減 刑 単独感染症例であ っ た ． 重症型 でほ ， グ ラ ム 陽性球
菌と グ ラ ム 陰性梓菌 を含む組合せ が24症例中21例 く87．5瑚 で ，
18例 く75．0瑚 ほ グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性梓菌の み が 検出さ
れ た ． ま た ， 全て の 症例か ら グ ラ ム 陽性球菌が検出され た ．
い ずれ の 病型もグ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性樟菌を含 む感染
型態が多く認め られ た ． また ， 統計上 有意差は認め られ な か っ
た が ， 軽症型で は そ の 比率 はや や 低く ， 重症症例ほ ど高く な る
傾向で あ っ た ．
3 ． 顎 口 腔領域化膿性感染症 の 各重症度 に 対する各種細菌の
分離率
り グ ラ ム 染色性別分離率
好気性 グ ラ ム 陽性球菌の 分離率ほ ， 軽症型76．5％ ， 中等症型
71．4％ ， 重症 型66．9％で あり ， 症状が 軽い ほ ど分離率 が高く な
る傾向を認め た く図21． 避に ， 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌 の 分離率
で は軽症型33．3％， 中等症型68．6％ ， 重症型79．2％で あり ， 症
状 が強くな る ほ ど分離率 が高くな り ， 軽症型と 他の 病型と の 問
に 有意差を認め た くpく0．011． 同様 に 嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌 の 分
離率も軽症型70．6％， 中等症型77．1％ ， 重症型8 7．5％と重症例
ほ ど高 い 割合 で 検出 され た が 有意差 は み られ な か っ た ． 分離率
の 低 い グ ラ ム 陽性梓菌 ， グ ラ ム 陰性球菌お よび 好気性 グ ラ ム 陰
性梓菌を ま とめ て 比較す る と ， 重症 型く20．8 ％1 よ りも軽症型
く49．0瑚 の 方が 様 々 な細 菌 が 分離 され る傾 向 に あ っ た くpく
0．0引．
2う 高頻度分離菌の 分離率
5汁ゆ ねC OCC 祝Jの 分離率は軽症型72．5％ ， 中等症型71． 4％ ，
重症型66．7％ で ， 軽症型ほ ど高い 傾向に あ っ た が ， 5 加夕 眈 0一
打 M H 矧鮎 m H鼠 7扁損前つ グ ル ー プ t5 如タわ COC C 祝ざ dれgご乃0ざ祝ぶ
くぶ． d れgi乃O J祝 Jl， 5土r坤 拍 C O C C 祝ざオ乃士官r7乃edf祝J くぶ． J乃壬gr7乃 gdご混ざ1，
5． c o 乃J亡g gd土祝ざコ の 分離率ほ逆 に ， 軽症型43．1％ ， 中等 症型
57．1％， 重症型66．7％ と重症型ほ ど高率で あ っ た ． 最も高頻度
に 分離 された 5． c o 乃丘fg gdf祝 J は ， 重症型に つ い てほ58．3％の 関
Table9． A bsc e s s－forming ability of and viable ba cterial c o u nt in abs c e ss e s c a u s ed by mix ed infectio n of F．
椚 打 払出血 m a nd 5． 00 皿偏眈妨 M




abs ce s se s
F． nu cleatu m S． c o n steLlat u s absc e s se s－I P
er rn O u Se
Nu mbe r of viable bacteria
per absc e ss
亡C F U， m e a nく士S Dlコ
凡 柁祝C上々 戊f祝肌 ぶ ． c o 那fg gdf混J
ダ． m 疋わ出血 椚
A T C C 25586
十
5． c o7雨 g昆df混ざ
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ダ． m 疋ねd 加m
75P V 5
＋








































86PV 5 2．2XlO， 1．8XlO
l O
＋ 2．8XlO8 5． 8XlOg
且 c o 乃ぶf g地上混ざ 2．8Xl O5 5．8XlO6
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ダ． 乃祝ごggd紬 仇
90P V 1 7．Oxlぴ 1． OXlO川
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1．0 1． 5 く士0．45フXlO
6
3．3 2． 3 く士2．2 0フXlOT
l ．0 1． 0 く土0．43うXlO6
1 ．0 2． 3く士1．10つXlO6
4． 5 1． 3く士0．15つXlO6
5． 4 1．8 く士0．87うXlO6
1． 8 2． 0く土0．72うXlO5

















5 3．8 3．4 く士0．51つXlO6 3．8 く士1．14つXl OT
O
O
alIn allcチS e S， fiv e mic e weT e e X amin ed－
blTw o m lC edied befor e n e cr opsy． T herefor e， thT e emic e w e re e x amind．
CIAll fiv e mic edied． T herefo re， nO ric e w e r e e x a min ed．
d10n e mic edied． T her efore， fo u r m lCヲ W e re e X a min ed■
elT hre e rnic edied． T her efo re， tW O m lC e W ere e X amin ed．
口腔感染症の 起炎菌
与を 示 した く図3ユ． P中 細 如夕比忙 OC C 混ざは 軽症型23．5％， 中等
症型60．0％ ， 重症型66．7％に 認め られ ， 重症型と 中等症型に お
い て 高い 割合で分離 され た くpく0，0り． な か で も P坤 ねぎ 輌 匪
oc o c 祝ぶ mgCr O ざは 中等症型54．3％ ， 重症型58．3％の 高い 割合で
分離 され た ． 鮎 ざ0古庄 C亡grf祝 m と タrguofeggd ほほ ぼ 同様 の 傾向を
示 し ， そ れ ぞれ 軽症型43．1％ ， 4 7． 1タ古， 中等 症型5 4． 3％ ，
5 7． 1％ ， 重 症 型5 4． 2％ ， 58． 3％ の 割 合 で 分離 さ れ た ．
PrgリOfg gd の 一 部も含 まれ る黒色色素産生性嫌気性 グラ ム 陰性
梓菌を検討 した と こ ろ ， 軽症型56．9％ ， 中等症型51．4％， 重症
型79．2％ に 認め られ ， い ずれ の 病塾 に お い て も高い 分離率を 示
した ．
以上 の 結果 ， 症状 の 強 い 症例ほ ど嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌 ， 特
に P呼 如 かマタ紬C O C C混 ざ が 分離 され くpく0．0り， ま た有意差ほ な
い も の の 且 押最知イ グル ー プ ， Prg u o紬ggd， ダ祝ぶ0占d Cfg r山肌 の 分
離率が高 い 傾向が認め られ た ．
E ． 顎 口 腔領域化膿性感染症からの高頻度分離菌による マ ウ
ス 腹腔内に お け る膿瘍形成能 ．
分離 頻度 の 高 か っ た ぶ． ccけ1蝕 沼 加 那 卜 凡 7仙 減 融 射 れ f ．
血 g rナ乃gdfd の 膿瘍形成能に つ い て ， そ の 菌液を マ ウ ス の 腹腔 に
注射す る こ とに よ り検討 した ．
1 ． 単独感染の 膿瘍形成率
ぃ 凡 乃祝Cggd王祝m 単独感染
凡 乃祝Cエビd孟祝 m は供試 した すべ て の 菌株共 に ， 1 0TC F U接種 し
たと きに膿瘍形成が認め られ ， 1 08C F U以上 の 接種で は 形成率
80ヘ ノ100％を示 した ． ま た ， 10
9
C F U台ま で の 接種菌量の 場合で
803
も発死する マ ウ ス ほ 認め られ なか っ た く表 7 J． 膿 瘍形成個数は
全体で 1 匹 当り平均1．1個で あり ， 膿瘍1 個当 り の 生菌数 ほ 1
1 04p－vl O7C F Uで あ っ た ． 膿瘍 の 肉眼的所見 ほ黄白色の 塊状 で ，
分布は 胃の 大賀周匪が最も多く ， 小腸 ． 腸間膜 ， 下腹部脂肪鼠
織内な どに も付着 して 認め られた く囲 4ン． 膿瘍 の 病理組織学的
所見は ， 外層を 線維芽細胞お よ び コ ラ ー ゲ ン を多量 に 含む層 －
そ の 内側を多形核白血球お よ び壊死組織を含む層 に 分別 して観
察 で きた が ， 多くの 膿瘍は 中心 に 壊死 性観織塊 を認め る明瞭な
3層構造を示 した く図5 う． そ の 魁織像ほ標準菌株 と臨床分離菌
株 で 著 Lい 違 い は 認め られ な か っ た ．
2トR わ舶 用 肌 巌 単独感染
P． inter m edia A T C C 25611に つ い て は 1．7xlO5 － 1．7xlOID
C F U， P． inter m edia 75P V l株 に つ い て は ， 3．8xl O6 － 3．8x
lO
9
c F U， P． tnter mcdia 76PV3 株 に つ い て は ， 3．2xlO
5
－
1．2xlOlOCFU， P ． inte rm edia l O6P V 3株 に つ い て は 4．4x
lO6 － 4，4xlOgC F Uの 接種菌量に つ い て 検討 したが ， い ずれ の 場
合に も膿瘍形成 お よ び マ ウ ス の 尭死 は認め られ な か っ た ．
3う 5． c o 那土eJgd紬 J 単独感染
5． c orzJ紬gJ戊f混ざほ各菌株で 異な っ た結果 が認め られ たく表 鋸 ．
S． co nstellatus A T C27823に つ い て ほ ， 19
9
C FU 以上 の 接種
で は膿瘍形成は認め られ た が ， 1 08C F U以下の 接種 で ほ 膿瘍形
成 は認め られ な か っ た ． ま た ， 1 0川C F U台の 接種 で も膿瘍形成
率ほ低く ， 50％に すぎなか っ た ． しか し な が ら ， 有英膜株 の
75RSl お よ び86R S2 株の 膿瘍形成能 は高く ， 10
7
C F U台の 接種
で も膿瘍形成が認め られ ， 10
gC F U台の 接種 で は 被験全 て の マ
Tablel O． A bs c e ss－forming ability of a nd viable ba cterialc o u nt in abs c es s es c a u s ed by mix ed infe ctio n of F．
乃混C上々 d地 肌 a nd P． fJ正々 r 偶 d々fd




abs c e ss es
F． n u cIc atu m P． inlc r m edia abs c es se s
AI per m O u S e
Nu mbe r of viable bacteria
Per absce ss
亡C F U， m e a nく士S Dlコ
ダ． 乃祝ごfg戊f沈m P． f乃f gr7乃gdfd
凡 乃祝CJg 瓜上混 m
A T C C 25586
＋
P． f如 g r 刑gdfd
A T C C 25611
凡 7 拙血 相 蝕 澗
A T C C 25586
＋
P． i乃fe r m gdfd
75P V l
































































1．1 く土0．14つXlO7 1．3 く士0．37うXlO8
1．3く士0．41つXl O6 2．0 く士1．13うXlOT











1 ．1 く士0．83つXlO8 1．2く士0．43うXlO8
4．2 く士2．16つXlO6 1．8く士0．T5つXlO6
alIn allc as e s， fiv e mic e w e re e x a min ed．
804
ウ ス に 膿 瘍形成 が 認 め ら れ た ． さ ら に 86 R S 2株 で ほ ，
1 010C F U台の 接種量で接種後2 日 目ま で に 死 亡 する マ ウ ス が 認
め られ た ． 90 R Sl 株ほ ， 1010C F U台の 接種 で も膿瘍形成ほ認め
られ なか っ た ． 膿瘍形成が認め られ た 場合 ， マ ウ ス 1匹 当 り平
均1．0個が 形成 され ， 生菌数ほ 10
6
へ 1 08C F Uノ膿瘍 で あ っ た ． 病
理学 的所見ほ ， ダニ 乃捉Cgg広之祝 椚 に よ る膿瘍と 著 しい 違 い ほ 認め
られ なか っ た ．
2 ． 混合感染 に よ る膿瘍形成率
11 F． n u cleatu m A T C C 25586 と S． c o n stellatus
A T C C 27823 の 混合感染
共に 1 0gC F U台の 菌量 で 接種 した場合， 20％の マ ウ ス が 療種
後48時間以内に衆死 し， 7 日 目まで 生存 した 全て の マ ウ ス く8
匹う に 膿瘍形成を認め た く表 9I． また ， 単独感染 で ほ 膿瘍形成
を 示 さ な い S． c o n stellatu s A T C C 27823株 の 菌量 く1 0TC F U
台1 と単独感染 でも膿瘍形成 を示す F． n ucleatu m A T C C－
25586の 最小菌量く107C F U台I の 混合感染で形成 され た膿瘍か
ら ダ． 川 路ね融加 研 が 1 がへ 1 0
TC F Uノ膿瘍 ， 5． m m加 丑丑 那 が
106 へ 108C F Uノ膿瘍 ， 検出され ， 接種後1週間 の 膿瘍内 に は ぶ．
co7 ざ紬ggd亡祝ざ が比較的多い こ と が わ か っ た ． 両 者 の 接種菌量が
共 に 106c F U以下 の 混合感染で ほ ， 各単独感染 の 場合 と同様，
膿瘍 の 形成は 認め られ な か っ た ．
21 F． nlLCle atu m 7
1
5 P V5 と S． c oTZStellat u s75 R Sl の混合
感染
S． c o n stellatu s を 1 01
0
C F U台 と し て ， F． n u cle atu m
lO8あるい ほ 109C FU 台の 菌量 で混合接種する と ， 接種後48時間
まで に 全 て の マ ウ ス は 尭死 した ． ダ． 乃祝Cgg広地 m を 108CF U台，
5． co 乃 由gZdf祝ぶ を 10
8c F U台に 調整 して接種 した 場合 ， 致死率
は1 0％に 低下 した が ， 生存 した 全て の マ ウ ス に 膿瘍が 形成 され
た ． ま た ， 単独 接種 で は膿瘍形成が 認め ら れ な い 菌 量 ， 凡
n u cleatu m1 0
5
C F U台， S． c o n stellatu sl O
6
C F U台を混合接種
した 場合に もー 全 て の マ ウ ス に 膿瘍が 形成 され た ． 1匹 当りに
形成 され た膿瘍 の 数 は接種菌量 に 比例 して 増加 し， 膿瘍 1個当
り の 菌 数 は ， F． n u cle atu m bt lO5 旬 1 0Bc F UJ
l 膿 瘍 ， S ．
c o7ユゴ亡eggdf混ざ が 10ト ー107C F Uノ膿瘍 であ っ た ． こ れ らの 結 果か
ら ， こ の 組合せ で 病 原性 が相乗的 に 作用 して い る こ と が示 され
た ．
Tablell． A bsc e s s－forming ability of and viable ba cterial c o u nt in abs c es s es c a u s ed by mix ed infe ctio n of S．
m 那 ね鮎 血 音 訓 d P． f乃fgrナ乃gdfd
strain
In o c ul mくCF Ulm ou s e， 慧慧芸霊芝芸霊三芸f
Nu mber詫諾忠霊害毒蒜r abs c e ss
S． co n steuatu s P． inter m cdia absc e s se s
．1
per m o u s e s． c o n stellatu s P． inte r m edia
5． 川 棚 由此 加 M
A T C C 278 23
＋
P． 古刀紬rナ花d々f庇
A T C C 25611
且 亡職 那 加払加 M




且 c 甘 偲毎払丑 M
75R Sl
十
P． f乃紬 r m gdfd
75P V l
且 亡甘 W ね仏汀 那
75RSl
＋
P． f乃蜜g r m gdfd
76 P V 3
ぶ． 00 皿加粛 正 M
86 R S 2
＋
ク． f乃fgr，花gdfd
A T C C 25611
ぶ． c o 乃古書gヱd亡混ざ
90R Sl
＋
P， f乃fgr 仇 gdfd






































































1．3 1．2 く士0．20つXlぴ 1．6く士0．4の XlO8
1．0 3．9 く士0．1の XlO8
1． 0 1．2XlO5
3．8 2．0 く士0．95つXlO6
1 ．7 2．4 く士0．60つXlOS
4．7 5．7 く士3．5の XlO
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alIn al c a ses， five mic e w er e e x a min ed．
blA ll fiv e
．
mic edied． Therefor e， n O mic e w er e e x a min ed．
CITw o m lC edied befor e n ecropsy． T herefo re， thre emic e w er e e x amin ed．
口腔感染症の 起炎菌
3， F． nu cleatu m 86PV2 と S． c o n stellatus 86 RS 2の 混合
感染
F． nu cle atu m を 10
gC F U台， S． c o n stellatu sを 1010CFU 台
で 混合接種 した 場合， 接種後48時間ま で に 全て の マ ウ ス が 尭死
し た ． ダ． 削 げ ね加減 m を 10
8
C F U台 ， 5． 召 肌 抽沼離 M を
10
g
C F U台程度の 菌量 で 接種する と接種後 2 日 目 ま でに6 0％が
死亡 し， 生存 した 全て の マ ウ ス に 多発性 の 膿瘍形成が認 め られ
た ． ま た ， そ れ ぞ れ単独 で 膿瘍形成 が み ら れ な い 菌 量 ， 凡
n u cleatu m lO5C F U， S ． c o n stellatu slO
6C F Uに 接種菌量を調節
した と こ ろ40％ に 膿瘍 が形成 され ， こ の 魁 合せ に お い て も相乗
効果が認 め られ た ．
41 F． n u cle atu m 90 P V lと S． c onstellatus 90 RSl の 混合
感染
F． 乃祝Cgg d亡祝 m を 単独感染で1 00％ の 膿瘍形成 が み られ た
10
8
C F U台 ， ぶ． co柁ぶ亡gZgd亡祝ざ を単独感染 で 膿瘍形成が み られ な
い 10川C F U台と して 混合 した場合 ， 接種後1週間で1 00％の 膿
瘍形成率 を 認 め た ． 膿 瘍 1 個 当 り の 平 均生 菌数 は ， ぶ．
m 別離眈妨 M が 3．8xl O
T
C F Uノ膿 瘍 巨 軋 れ肌 加 地 描 が 3．4x
lO
6
C F Uノ膿瘍 で ぶ． c o 乃ざ土gヱd お の 方が 多い 結果と な っ た ． しか
しな が ら ， それ ぞれ 単独 で ほ 膿瘍形成 が み られ な い 菌量 ， 凡
nucleatu m l O6C F U台 ， S． c o n stellatu slO6C F U台で 混合接種
した 場合は ， 膿瘍 の 形成は 認め られ な か っ た ．
5フ グ． 柁祝Cgg戊 抽 m と P． 血 e r7乃edよd の 混合感染
い ずれの組合 せも相乗的作用 ほ認め られ ず ， 膿瘍形成率 は
凡 乃祝Cgg 成上祝m 単独感染 と同様 の 結果 とな っ た が ， 接種 菌量 に
比例 して 形成さ れ る膿瘍の 個数が増加す る傾向に あり ， 形成さ
れた 全て の 膿瘍 か ら接種 した 両菌種が検出 され た く表10I．
6つ ぶ． c o77ぶ亡eggd亡祝ぶ と P． f乃丈er m gdf戊 の 混合感染
S． c on stella孟us A TC C 27823株単独 で 膿瘍形成 が み られ な
か っ た 菌量 り08c F U台う と ， 単独で は 膿瘍形成を 示 さ な い P．
inter media A T C C 25611ある い は 75P V l株を 混合 した と こ ろ
膿瘍 が形成 され た ． また ， 75R Sl株お よ び 86 R S 2株単独感染で
ほ マ ウ ス の 尭死 が 認 め られ な か っ た 菌量く各 々 1010， 1 09C F U
台l での P． inter m edia 76P V 3ある い は A T C C 25611株 との 混
合感染 で は難死 が み られ ， 相乗的な作 用 が認め られ た く表1 い．
す べ て の 膿瘍 か ら 両 接種菌 が分離 さ れ ， そ の 生 菌数 ほ P．
よ乃fe r7乃edid が ぶ． m 丑山 混離 鋸 と同等 ， ある い は よ り多く検出 さ
れ た ． 90 R Slとの 混合で は ， 1 0
8CFU ま で に 膿瘍形成は認め ら
れ な か っ た ．
考 察
常在菌叢 と は ， 外界に 通 じる皮膚や粘膜部位 に 常在する微生
物集団を示 す が ， 口 腔領域ほそ の 解剖学的特殊性の た め に ， 極
め て 多種類 の 微生物 に よ っ て特 徴的 な菌叢 が形成 さ れ て い
る13 卜 151． さ らに 近年 の ， 嫌気性菌培用法 ， 同定法の 進歩 お よ び
普及 に よ り， そ の 中心 ほ 嫌気性菌 ， 特に 無芽胞嫌気性菌である
こ とが 確認された 略卜冊 1． 従来よ り， 口腔常在菌は弱い 病原性 の
ため そ れほ ど重視 され て こ な か っ た が ， 呼吸 器感染症 で は ，
Bartlettら
19 ト 2 uが 非結核性膿胸に お い て 無芽胸嫌気性菌が起炎
菌 の 1 つ と し て 重 要 な 位 置 を 占 め て い る と し て お り ，
Go ssling
221は 上 気道炎 ， 肺炎の 原 因と して 口腔常在菌 の 誤輝 を
示唆 し， 和睦領域 の み な らず各種感染症か ら 口 腔常在菌 ， 特に
嫌気性菌を起炎菌 とす る報告が増加 して い る ． 口腔外科領域で
は ， 歯槽膿 瘍．を 中心 と し た 検 索 が 多く 仁 乱 呵 加 00 00町
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P咋 加 わで卯O C OC C 混ざが主 要検出菌であるが ， 嫌気性 グ ラ ム陰性
樟菌の 検出率は施設に よ り異な っ て い る 脚 瑚 ． 一 般 に 常 在菌
が感染症を発症す る場合， 他称領域 で ほ 宿主の 免疫能等が低下
す る こ とに よ る1－ が ， 歯科 口腔外科を受診す る化膿性感染症例
の 多く が基礎疾患 の な い 比較的健康な個体で ある ． こ の よ うな
健康な宿主 に ， 複数 の 口腔常在菌 が化膿性炎症 を発症させ る機
序に つ い て ほ ， い まだ に 不 明 な点 が 少 な く な い ． こ れ ら の う
ち ， どの 検出菌が化膿性感染症発症 の 中心－と して ， ある い は 感
染初期か ら作用 して い るの か は 不 明 で あるが ， 検出菌自体は そ
の 感染症の 細菌叢を反映 してい る もの と 思われ る ． ある微生物
をある病原体 と決定す る場合 ， 参考と され るの が Eo ch の 条件
で ある恥13，． すなわ ち ， り その 後生物 が例外なくそ の 病気 の 病
変部 に 証明され る こ と ， 2フ そ の 微生物が そ の 病気以外の 病気
で ほ検出さ れ な い こ と ， 3ぅ そ の 微生物を純培養 し， 培毒 の 代
を重ね た う え実験動物 に 戻 したと き， もとと 同 じ病気が再現 さ
れ ， か つ 病変部か ら披種 した菌が 回収 され る こ と ， と い う 3条
件が示 され て い る ． しか し， 病原 と して認め られ て い る細 菌で
も， 上 述の 条件全 て を満足さ せ て い な い 場合 もある ． 顎 口腔領
域化膿性感染症 で ほ 口腔常在菌が検出菌で あ り， そ の 検出状況
も報告者に よ り様 々 で り およ び 2フ は あては ま らな い ． ま た
3ぅ に つ い て も ， 動物皮下 一 粘膜下 に 検出菌を接種 した実験 は
多い が ， 接種菌が 完全に 回 収され て い る研究報告は少 な い2脚
そ のやめ顎 口腔領域化膿性感染症の 起炎菌を決定する こ とは 困
難で あるが ， 重症度別に 高頻度検出菌と そ の 感染形態の 傾向を
把捜 し ， 動物実験 で 高頻度検出菌 お よび 高頻度感染形態に よる
膿瘍形成能 を確認する こ とは ， 検 出菌の 起炎性 な らび に 病原性
を示 唆する こ とが で き， 臨床治療上 ， 投薬な どに 際 して 有用 で
ある と考え られ る ．
まず ， 今回 の 細菌学的検索で は 閉塞性化膿性感染症例を症状
の 強 さに よ り軽症型， 中等症型， 重症型の 3型に 分類 して 検討
を行 っ た ． い ずれ の 炎症状態に お い ても90％前後で嫌気性菌の
関与が認め られ ， 特に 中等症塾は35症例中34例く97．1 ％ンか ら嫌
気性菌が検出され た ． ま た ， 嫌気性菌 の み が検出され た症例は
重症型 に お い て他 よ りも高 い 傾向に あ っ た ． さ らに ， 嫌気性菌
の 総分離菌数 に 対す る割合ほ ， 中 等症型 く70て％フ， 重 症 型
く75．9 ％トに お い て 軽症型 く57，1％1 よ り も有意に 高く くpく0．051，
化膿性炎症が強い 場合に ほ嫌気性菌 の 関与が重要である と思わ
れ る結果と な っ た ． 1症例当りの 分離菌株数ほ ， 重症型お よび
中等症型で ほ 5菌種分離例がそ れ ぞれ33．3％， 22．9％ ， 軽症型
で は 3菌種分離例が29．4％と最も多く ， 全 体で ほ 3菌種分離例
が23．6％と 高率に 認め られ た ． Lewis ら301が ， 急性歯性感染症
か ら穿刺吸引法に よ り検体を採取 し迅速 に 嫌気培養を行い 報告
して い る9編 の 論文を分析 したと こ ろ ， 1検体当りの 検出菌は
平均2．5ヘ ー7．4株 で あ っ た と 述べ て い る ． また ， 急性 歯槽膿掛 こ
限 っ て 報告され て い る 7編の 論文に つ い て も分析 して お り， こ
れ ら の 平均は2．5ヘ ノ5．8株 で あ っ た ． 今回 の 検索 で ほ ， 軽症型
3．7株 ， 中等症型4．0株， 重症型4．5株 で あり ， 欧米の 報告 に 近い
結果が得 られ ， また ． 1検体当り 4菌種以上分離 され た症例数
の 割合ほ重症型 に お い て 軽症塾よ りも有意に 高くくpく0．0軋 顎
口 腔領域化膿性感染症の 多くが 1 ， 2菌種の 少数菌感染に よる
もの で ほなくノ 多数の 弱毒菌に よ り発症 して お り ， さ らに ， 症
状の 増悪化に ほ複数菌感染が重要である こ と が示唆 され た ． グ
ラ ム 染色性 に よ る検出菌の 風合せ ほ ， グ ラ ム 陽性球菌と グラ ム
陰性梓菌を含む症例 が最も多く ， 軽症型68．6％ ， 中 等症塾
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釦 ．0％ ， 重症型87．5％ に 認め られ た． ま た ， 重症型 で ほ グ ラ ム
陰性梓菌は必 ず グ ラ ム 陽性球菌と の組合せ で 検 出され て い る ．
さ ら に ， 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌 軋 軽症型に 比 べ 中等症塾あ る
い は 重症型で有意に 分離率が高い 傾向に あ っ たくpく0．0り． こ れ
らの こ と か ら ， 化膿性炎症の 増悪期ある い は進展時 に お け る感
染形態は ， グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム陰性梓菌の 混合感染 で ある
こ とが示 唆され た ． グ ラ ム 染色性に よ る感染形態を検討 した 報
告は少なく ， 近年の 細 菌分類学の 急速 な変化に よ り再分類 され
る菌種が多い こ とか ら， 他 と比較す る こ と は 困難で あ るが ，
Le wis ら
31Iが50症例の 急性歯槽膿瘍を検討 した と こ ろ ， 嫌気性
グ ラ ム 陰性梓菌が症例 の62％で 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌と と もに
検出され ， 症例の4 2％ で好気性グ ラ ム 陽性球菌 と ともに 検出 さ
れ た と述べ て お り， 今 回 の 報告同様 に 嫌気性グ ラ ム 陰性樟菌と
グラ ム 陽性球菌と の 関連性が高い こ と を指摘 して い る ． 菌種別
で は ， い ずれ の 病 型か らも総分離菌 に 占め る割合が多 い 菌種
は ， ぶ． c o 乃ざfg Jdf祝 ぶ， タ， わ加 r7乃gdfd ， 凡 乃鋸Cgg df祝 m で あり ， グ
ル ー プと して 且 migJg rJ グル ー プ 仁 黒色色素塵生性嫌気性 グ ラ
ム 陰性梓菌あ るい は タre リ0土gJg戊 属 で あ っ た ． また ， P呼 ねざか甘一
夕 加 OCC 混ざ mわro Jほ ， 重症型 ， 中等症塑か ら高率に 分離 され た
くpく0．Olさ． 歯周疾患 の 起因菌 と して注 目 され て い る黒色色素産
生性嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌 ほ よ 軽 症 型56． 9％ ， 中 等 症型
51．4％， 重症型79． 2％ に 認め られ ， 有意差は な い もの の 重症型
で高い 関与率を 示 した ． 黒色色素産生性 グ ラ ム 陰性梓菌あ るい
は Prg リ0紬 肋 の 中に は 月－ ラ ク タ マ ー ゼ 産生株が存在す る場合
が あり， 特 に ， 抗菌剤が 投与 され て い るに も関わ らず炎症症状
が増悪化す る症例に ほ ， そ の 存在を考慮 して 治療を行わ な けれ
ばな らな い と思わ れ る3綱別 ． Su ndqvist ら瑚 は板尖性歯周炎7 2症
例 の う ち2 2症例 く30．6瑚 か ら 黒色色素産生性 月dC亡g roJdg ざ
rノつrgu ofg g戊 の 一 部 と Po咋 わr o7托0 乃d ざノ を 検出 し， そ の16症例
く72 て矧 が 急性症状 を示 した と述 べ て い る が ， 浅田 ら吋 は ， 各菌
の 症 例 に 占め る 割合 で 急性炎型 と慢性炎塾 を 比較す る と
月戊Cねr ofdgぶ に 差 ほ 認 め ず ， 5輌 クね COC C混 ざ と 伽 卯 畑 咋 神 灯
o c c 混ざが 急 性炎 型 に 高頻度 で あ っ た と 報 告 し て い る ．
Heimdahlら
21も Bacte roidesの 関与率 は重症型と軽症塑 に 差ほ
な く ， ぶわで夕亡O C O C C 祝ざに つ い て も差 は な い と し て い る が ，
凡 JO占d C土grf祝m は重症型 に 有意に 高率 であ っ た と述 べ て い る ．
Ogu ntebiら
3 61も Fu s oba cte riu m が歯原性根尖性膿瘍の 約70％
に関与を認め た と 報告 して い る ． 今 回 の 分離率 の 検索結果 で
は ， P咋ね J腑 卯O C O CC 祝J に の み 重症型 と軽症型 の 間に 有意差 が
み られ たが ， 且 mfgJgrよ グル ー プ ， 黒色色素塵生性嫌気性 グ ラ
ム 陰性梓菌 ， 凡 ぶ0みd r紬ri祝 m に も重症型ほ ど検出 され る傾向が
認 め られた ． 凡 ざ0みd ご亡e ri祝m は 多く の 抗菌剤に 良好な感受性 を
示 す細菌で あ るが ， エ リ ス ロ マ イ シ ソ な どの マ ク ロ ラ イ ド系抗
菌剤に対 して非感受性株 が臨床上多く認め られ る2I． 宮内 らm に
よ る と 凡 ざ0わd C土gri祝 m の68％が エ リ ス ロ マ イ シ ソ 耐性 で ある
と述 べ て お り ， 中 ． 重症型症例に 対す る初期治療に お い て は ，
マ ク ロ ライ ド系抗菌剤 の 使用ほ合理的で は な い こ と が 今回 の 検
索か ら示唆 され た ． 重症型か ら高率 に 検出され る傾向に あ っ た
ユ タ最 仏前丁 グ ル ー プ は ， ぼ 溶 血 ま た は 非溶 血 性 で あ る ぶ．
C O 乃Jfegg広地J， ぶ． f乃fe r m ed 血J と 月溶血 を 示す 鼠 広 明両 肌 肌 の
3菌種の 総称で ， Guthof珊 が歯周膿瘍 よ り分離 した の が 最初の
報告例と思わ れ る ． Coyke nda11 ら叩 は これ ら3菌種を統合 して
且 d 咋gf乃O J混ざ と 呼称す る こ と を 拇喝 し て い た が ， 現在 で ほ
D N A－D N Aハ イ プ リ ダイ ゼ ー シ ョ ソ な どの 解析 に よ り 3 菌種
ほ別の 菌種 である と され て い る 欄 ． 木簡種 は ， ヒ ト の 口 腔 ， 腸
管な どの 常在菌叢 と して 広く分布 して い るが ， 欧米で は膿瘍形
成性起炎菌と して 早くか ら注目 され て お り ， 近年， 本邦でも呼
吸 器 感染症 に お い て そ の 重要性 が指摘 され て い る
22141ト 棚
． しか
し， 口腔外科領域で ほ 従来ほ ぼ ある い は r－ ざ打電や比忙O C C祉 Jt 嫌気
性 ざか郎 ね C OC C混 ざ と して 扱 わ れ て い た と 考え られ る 報告 が多
く ， ユ タ扇班別 グ ル ー プ に つ い て の 病原性や臨床的意義 は な お
充分に は解 明 され て は い な い ．
以上 の よう に ， 凡 乃祝Cggd 地 肌 や P． 正直汀 汀姶d bな どの 嫌気性
グ ラ ム 陰性梓菌 が 口 腔領域 の 膿瘍 か ら 分離 さ れ る 場合 ほ 1
ぶか甘舛 OCOCC 混ざや P坤ね ざ加 夕比忙 O C C 祝ざの よ うな グ ラ ム 陽性球菌
と共に 混合感染形態で分離 され る こ と が多い と い う こ とが 今回
の 臨床症例 の 検討結果 で 確認され た ． さ らに ， 重症型 で は嫌気
性 グ ラ ム 陰性樟菌が検出された症例はす べ て グ ラ ム 陽性球菌と
同時に 分離 され て お り ， 中等症塾 に お い て も1例 を除きグ ラ ム
陰性梓菌は グ ラ ム 陽性球菌と とも に 検出 され て い る こ とか ら ，
実験感染モ デ ル と して は こ の よ う な高頻度分離菌を混合感染 さ
せ た モ デ ル の ほ うが よ り臨床 に 近 い と言え る． 口腔領域か ら分
離 され る細菌の 膿瘍形成実験 は動物皮下に接種 した報告が多い
が ， 腹腔 を利用 した 検索は見当た らな い ． 腹腔は比較的広範閉
で無菌的状態の 観織間隙が広 が っ て お り多種臓器 が存在 してい
る こ と か ら ， 各種細菌の 膿瘍形成能 ， 病原性 上 組織付着性 な ど
を 検討す る上 で 有用 で ある と 思わ れ る ． ま た ， 腹腔 内に 形成 さ
れ る膿瘍 は l 一 塊と して摘出が可 能 で あ り生菌数 の 測定も容易
に 行い 得 る と い う利点を有す る ． 励 溺 れ 祓 町 れ 料 揖 の 病原性
の 研究は マ ウ ス 腹腔内モ デ ル の 確立 に よ り飛躍的に 進歩 し， 英
膜等の 細胞構成成分の 持つ 病原因子 と して の 役割解明に 寄与 し
て きた45ト 珊 ． しか し， 口 腔外科領域感染症 に お い て は ， 臨 床病
巣か らの 菌の 分離あ るい ほ検出菌 の 薬剤感受性試験 を中心 と し
た 検索 が多く ， 実際に 複数 の 検出菌の 中 で どの 菌 が化膿性感染
症の 主要起炎菌であ るか は 明 らか に さ れ て き て い な い ． そ こ
で ， 高頻度分離菌の 膿瘍形成能 ， 病原性な らび に それ ら の 関連
性を調べ る 目的で ， マ ウ ス を用 い た 実験を行 っ た ．
ま ず英膜の 有無と膿瘍形成能 と の 関係 で は 単独感染実験に お
い て ， ぶ ． m 胱 加丑 丑 那 は 有英膜株 で膿瘍形成能が強く み られ ，
光学顕微鏡的に 英膜 が確認 できな か っ た 株ほ ， 膿瘍形成能が認
め られ な い か 弱い もの で あ っ た ． 5
．
． mfgggrよ グル ー プ の 病 原因
子 と して は ， 英膜 多糖体 や ， ヒ ア ル ロ ニ ダ ー ゼ ， ゼ ラ チ ナ ー
ゼ ， コ ラ ゲ ナ ー ゼ ， そ の 他 の 組織融解酵素が考 え ら れ て い る
が ， い まだ 明 確で は な い 22I． 新里 らSOl， Bro ok ら51一に よ る と 5．
mよgJerよ グ ル ー プ で ほ ， 英膜を 有す る株 で の 死亡 率 ， 膿瘍形成率
が高く ， 化膿性感染症 を惹起す るに は 英膜多糖体 を有す る こ と
が必要で ほ な い か と述 べ て い る ． 今回 の 検討 で も光学顕微鏡下
に お い て 明 らか に 英膜 が認 め られ た 株 で は 1010C F Uノマ ウ ス 程
度の 接種で死亡する マ ウ ス が認め られた ． しか し， 英膜が 認め
られ な い 株で も 1 010C F Uノマ ウ ス の 接種菌量で膿瘍形成 が確認
出来る株 と全く確認出来 な い 株 とが あ り， 英膜 の 厚 さや 他の 因
子 も病原性に 関与 して い る可 能性が考え られ た ． 英膜わ存在は
膿瘍形成 に 関与する因子の 1 つ と考 え られ るが ， ダ ． m 据ゎ山一
祝m は英膜 ， 線毛1 鞭毛 を有 して い な い 細菌 で あり ， こ の 膿瘍
形成磯序 に 関 して は 不 明 な点が 多い ． 今回 の 実験で は l 供試 し
たす べ て の 株に 単独 で の 膿瘍形成が確認され ， 1 09C F Uノマ ウ ス
まで の 接種菌量で は致死毒性 は認 め られなか っ た ． 一 方 ， 凡
椚化 ね仰 旭川 と ぶ． c 別那血兄k廠机 の 混合感染実験 で ほ い ず れ も
口腔感染症の 起炎菌
げ C F Uノマ ウ ス 以上 の 接種菌量 の 組合せ で1 00％ の 膿瘍形成を
認め た が ， 明 らか に 英膜 が確認で きる ぶ． m 丑山舶離 那 75R Sl株
ある い は 86R S 2株を 凡 乃祝Cgg d亡祝 m と 混合接種す ると100％の
致死率を み る菌畳もあ り， これ らの 混合感染に お い て は ， 有英
膜株の 存在が症状の 増悪に 影響を 及 ぼ して い る こ とが 示 唆され
た ． さ ら に ， 単独 で 全 く 膿 瘍形成 が み ら れ な か っ た 5．
m 皿加舶如 M 90R S l株でも ， ダ ． 乃祝Cgg d紬 m と の 混合感染で 形成
され た 膿瘍か らは ダ． 削 げ わ蛮地 刑 よ り多く生菌数と して 検出で
きた こ とか ら， ダ． 乃祝Cggd吉保m の 存在が ぶ． c o乃ぶfg J戊f混ざ の 増菌
を助け る働きを して い る可 能性 が考 え られ た ． 臨床症例 で は ，
重症型 で ダ． 乃払d飢裏朋汀 は必 ずグ ラ ム 陽性球菌と の 混合感染と
して 認 め られ た こ と か ら， 動物実験 の 結果 と 一 致す る ． 本菌種
の 内毒素ほ黒色色素塵生性嫌気性グ ラ ム 陰性梓菌と異な り ， リ
ボ多糖体 に 2－ケ ト3－デ オ キ シ オ ク ト ネ イ ト お よ び ペ プ ト ー ス
が 含ま れ て お り ， リ ビ ドA の 観 成 ほ 属 を 越 え て PJ祝do m o7言dざ
や ぶロgm O 乃egJ戊 の そ れ に 類似 して い る7l． そ の 内 毒素活性 ほ
且兢即 永尤ね cd了に 比 して 著 しく強く ， 極め て低 い 内毒素濃度で
も血清と の 相互 作用 に よ り好中球 に 対する強い 走化活性を示 す
と され て い る
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． ま た ， 本菌種に は ヒ ト お よび 種 々 の 動 物の 赤
血球を 凝集する能力 があり ， 本菌 の 血 球凝集活性 は 了定着磯序
の 指標と して 重視 され て い る53 卜 55，． さ らに ， 凡 門 肌 血 油 川 と
種 々 の 口 腔病原細菌間 で の 共凝集試験 で は t ぶ 加 担 O C OC C祝ぶ
ざd 乃g 血 ， P． f由 r7花gdJd， Po咋んッr o m o 乃d ざgf乃gfu 戊gよぎ な どと 強い
共凝集反応が認め られ て い る
56卜 58I
． 渡辺45Iは ， 膿瘍形成 に は爽
快等 の 細胞構成成分の 他に ， 細菌と血 液 の 凝固促進作用か らの
もの もある と して い る ． す なわ ち ， フ ィ プ リ ン 形成 は膿瘍形成
と も 密接 に 関係 して お り， フ ィ プリ ン 沈着内 へ の 細菌の 封 じ込
め が 急性炎時 の 腹腔内に お け る主 要な 防衛機構の 一 つ と な り ，
膿瘍形成 へ の 最初の ス テ ッ プ に な る と い う こ と で ある ． 以上 の
こ と か ら F． 乃 祝 Cgg d窟祝 m の 膿瘍形成能ほ 一 F． 乃 祝Cggd亡祝m の 持 つ
強 い 血 球凝集活性 と細菌間で の 共凝集能そ して好中球に 対す る
強 い 走化活性の ある 内毒素が膿瘍形成の き っ か け に な るフ ィ プ
リ ン 巣 の 形成を誘導 して 膿瘍形成 に 関わ っ て い る可 能性が推察
され た ． しか し， 同 じ高頻度分離菌 であり ， 薄い 英膜を 保有す
る と され る P． f乃王er medfd は 1 今回 の マ ウ ス 腹腔内感染実験 で
ほ 膿瘍形成能 を 確認す る こ と が で き な か っ た ． 同 様 に
Mayr a nd ら
5酌 も ， 糖分解性 の ある黒色色素産生性嫌気性グ ラ ム
陰性梓菌は ま っ た く 病原性 を示 さ な か っ た と述 べ て い る ． わ れ
わ れ の 結 果に 対 して Le wis ら28l， V a nStee nberge n ら抑 に よる
と ， P． オれfer m gdオd を マ ウ ス 皮下に 単独接種す る こ と に よ っ て ，
膿瘍形成が組織学的 に 認め られ た と報告 して い る ． マ ウ ス の 腹
腔は 皮下 と 異な り ， 粗な 組織間隙が広範囲に 広 が っ て い る ． こ
の よ うな 部位に 接種 され た細菌 が膿瘍 を形成す る と い う こ と
ほ ， そ の 細菌が持 つ 膿瘍形成能 が著 しく強い こ と を示 唆 して い
る と思わ れ ， 今回 の 結果か ら P． 血 gr mgdブロ が膿瘍形成の 初期
段階 に 関与 して い る 可能性ほ低 い と考 え られ た ． さ ら に ， P．
玩由汀 骨ほd ね は単独で腹腔に 膿瘍を形成 しな い に もか か わ らず ，
混合感染 に よ っ て 形成され た 膿瘍内か ら他 の 接種菌と同等か よ
り多い 生菌数 と して 認め られ る こ と か ら， 膿瘍形成能 の 強い 細
菌の 存在に よ っ て P． 涙 er m gdよ戊 の 発育が 促進され ， そ の 病巣
内で増菌 し， P． わ加 r m gdfd の 持 つ 観織破壊酵素お よ び 毒性物
質な どの 直接的病原因子に よ り ， 感染症の 存続 ， 拡大に影響を
与 えて い る の でほ な い か と推察 され た ． こ の 動物実験に おけ る
現象 ， 特に 5． c o，l 古豪egg庄吉祝ぶ と の 混合感染で は ， 好気性菌と嫌気
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性菌に よ る 二 相性理 論に 相応するも の で あ る と 思わ れ た6川21
混合感染 に お ける相乗作用 に つ い て ほ ， 好中球貧食能の 抑制や
細胞内殺菌作用 の 阻害な ど の 宿 主 の 感 染防御機構に 対す る影
響 ， 菌の 増殖に 必 要な 栄養素の 供給 ， 局所の 酸化還元電位 の 低
下 が挙げられ るが不 明な 点が 多い 裾瑚 ． 著者等が 口 腔感染症か ら
検出 され た細菌を用い て ， 試験管内に おけ る酸化還元電位 と生
菌数の 関連性を検索 した 結果 ， 今回 の マ ウ ス の 腹腔 に お け る実
験 で相乗効果 の 認め られ た 5． c o77ぶfg gdf祝ざ と Fパ邪 ばね出血椚 の
組合せ ， およ び 5． c o那 紬gdf祝ぶ と P， 玩勅許 骨ほdね の 組合せ に よ
る酸化還元電位ほ著 しい 低下を認め ， 同時に 生菌数 の 増加も相
乗効果と して 認め られた 封 ． ぶ． c o77Jfg gdf祝ぶ と こ れ ら の 嫌気性
菌の 覿合せ は臨床材料か ら高頻度に 検出され ， 加え て ， 動物実
験に よ り病原性 の 増強が認め られ る こ と か ら臨床と の 強い 関連
性を 示す もの と考 え られた ．
結 論
顎 口 腔領域化膿性感染症患者の 閉塞膿瘍内の 細菌叢に つ い て
起炎菌の 観点か ら重症度別に 高頻度検出菌お よ び感染形態を中
心 に 検討 した ． また ， 化膿性感染症 か ら高頻度に 検出 さ れ た
F． 乃祝CJg d左祝 m ， P． i門拍r汀I gdfd， ぶ． ビ07雨 g g瓜f混ざ の 標準菌株 と臨
床分離菌株を使用 して ， そ れ ら の 膿瘍形成能お よ び相互 作用 に
つ い て動物実験 を行い 以下の 結果を得た ．
1 ． 顎 口 腔領域化膿性感染症患者110症例を症状 の 強 さ に よ
り軽症型51例， 中等症型35例， 重症型24例に 分類 し ， そ の 閉塞
膿瘍に つ い て細 菌学的検索 を行 っ た結果 ， 総計437株 ， 嫌 気性
菌28 9株く66．1％1， 好気性菌1 48株 く33．9 ％1， が 分離 され た ． 総分
離菌中の 嫌気性菌の 占め る割合は重症型 く75．9 ％1 お よび 中等症
塾 く70．0 ％I に お い て 軽 症型 く57，1瑚 よ り も高率 で あ っ た
くpく0．051．
2 ． 110症例 の う ち好気性菌感染症例11例く1 0．0 ％さ， 嫌気性菌
感染症例20例く1 8．2 ％コ， 混合感染症例79例く71．8瑚 で あり ， 全 症
例 の90．0％か ら嫌気性菌が分離 され た ． 重症度別の 嫌気性菌 の
分離率は ， 軽症型84．3％ ， 中等症型97．1％ ， 重症型91．7％で有
意差 ほ なく ， 顎 口 腔領域化膿性感染症で は い ずれ の 病型に お い
て も嫌気性菌が高い 割合 で 関与して い る こ とが 判明 した ．
3 ． 顎 口 腔領域化膿性感染症110症例の グ ラ ム 染色性に よ る
感染形態は グ ラ ム 陽性球菌と グ ラ ム 陰性樟菌を含む症例が鋼 例
く76．4 ％1 と 多く認め られ た ． 重症度別 で は ， 両 菌を含む 症例数
の 割合に 有意 差 は な い もの の ， 重症 型 く87．5瑚 と 中等症型
指0．0 ％1 は 軽症型 く68，6 ％1 よ り も ， 両 菌が高い 割合 で 関与し て
い る傾向に あ っ た ．
4 ． 各室症度別 の 菌種の 分離率ほ ， 嫌気性 グ ラ ム 陽性球菌と
嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌に お い て 重症例ほ どそ の 分離率が高くな
る 傾向に あ り ， 高頻度分離菌 で あ る 5． 椚 沼 訂了 グ ル ー プ ，
P坤 加 如ク 加 OCC 妬 ダ祝J O占dC士官rど祝 m ． Pr euo亡eJgd も同様の 傾向
を認め る こ と か ら ， 顎 口腔領域化膿性感染症ほ嫌気性菌 を中心
と した複数菌に よ り発症し ， 炎症 の 増悪ある い は 急性症状の 発
症に は グ ラ ム 陽性球菌と嫌気性 グ ラ ム 陰性梓菌が深く関与して
い る こ とが 示 酸され た ．
5 ． 高頻度分離菌株に つ い て マ ウ ス の 腹腔を 用い て ， 化膿性
感染症 の 再現実験 を行 っ た と こ ろ ， 単 独感染 に お い て ， 凡
乃祝Cge 庄吉祝椚 は 供試 した全株で ， 接種菌量が1 07C F Uノマ ウ ス 以上
の 時 に 膿瘍 を形成 したが ， P． 血 g r m gdfd ほ全株 で 10
9C F Uノマ
ウ ス を接種 しても膿瘍形成は認 め られな か っ た ． ぶ． c o痛 甘塩 －
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れば ほ 菌殊に よ り膿瘍形成能に 差が 認め られ ， 英膜を 保有す る
株の 膿蕩形成能 が明らか に 高い こ とが 示 唆され た ．
6 ． 混 合感染実験 で は t 5． co乃ぶfg g瓜 加 の 有乗膜株 と 凡
乃混 Cg紺 餌 例 の 覿合せ で強 い 相乗効果を 示 し， ぶ． c o 乃JfeJg成上なぶ と
P． 血 肋 間 側 板 の 組合せ の 一 部で相乗的な作用 が み られ た ． し
か しな が ら ， ダ． 血 cgg成子祝 m と A わ舶 用 旭 巌 の 取合せ で は 相乗
効果 はなく ， 凡 乃祝ごge d亡兄 m 単独感染で の 浩果と同様 な膿瘍形
成率を認め た ．
7 ． 臨床症例か ら高頻度に 検出され る グ ラ ム 陽性球菌 と嫌気
性 グ ラ ム 陰性梓菌の 口 腔常在菌相互間の 混合感染形態 は ， 動物
実験 に お い ても膿瘍 を形成する こ と が で き， さ らに症状 の 増悪
化が認め られ る こ とか ら ， 口 腔常在菌が内因感染 と して 顎 口 腔
領域化膿性感染症の 起炎菌と成 り得る こ とが 確認 され ， そ の 発
症に ほ菌種 の蔽合せ が 重要である こ と が示 唆 され た ．
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A bstract
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75．9 ％， r eSpeCtively． An a er obes w er isolatedin 99 cas esく90．0％1， a nd in 79く7 1．8 ％lof the 99c ases aer obes w ere also
isolated． Bothgr am－pOSitiv e cocciandgr am－n egativ e r ods w ereis olated in84 casesく76．4％l． Ba cterialge neraisolated with
high丘equ encies w ereStr印tOCOC CuSく78suainsl， Prev otellaく58strainsl， Fus obacteriu mく54sb．ainsl and PqltOStrqPtO COCC uS
く49strainsJこthesebacterialgen era rep sented 54－7 ％ofalls血 ns． Thesebacteria w ere alsois olated withhigh frequ encies
in al1 threegroups． For the studies ofthe abscess－for m lng ability ln abdo minal ca vlty Of mice， theseba cteria withhigh
丘equ enciesw er etested三a refere nc e strain and 3clinic al is olates ofe achspeCleS Were u Sed． AllofF． n u cLe atu mis olates and
the clinic al is olates ofS． c o n s tellatuswithc aps ule show ed very stro ng abscess－form l ng abilityin slngle strain infection
experim ents－ T he abscesseswer e n o tproduc edbyintraperiton eal inJeCtion of P． in term edia ． M ore o v er， WhenF ． n u cle atum
andS－ C OnStellaEuS S Q．ains wi thcapsule w erec onc omit andyinjected intomice， their abscess－for m l ng abilities w er stri kingly
enhan Ced－ T he syn ergistic effects w ere alsofo und in som ecases of mix ed inJeCtions of S． c o n s telLatus s tr ains and P．
En term edia str ains， but n o tin mix ed inJeCtio nsofF． n u cle atu m and P－ in E erm edia str ains． Histo10glC allythe abscess
e xa mined c on sited of threelayersニthe o uterlayer c ontain ed c ollage n and 缶broblasts， the middlelayer c ontained alot of
leukocytes． a ndcore of the n ecr oticdeb ris． TYleSefindings show thatbacterial isolateswith high freque ncy fro m sup purativ e
OrOfacial inftctions w ere n or m al oralhabit an tS and sug gest thattheseioslatesplay animportantrolein the exa c erbation of
Suppurativeinfectio ns afftcting the oraland m axillofacialreglOnS，Particulary when gr am ーpOSitive c o c ci andan aer obic gr amr
n egative r ods areinfectedc onc omitantly．
